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朝
　
焼
　
け

　

毎
年
、
夏
に
は
こ
ん
な
朝
焼
け
の
景
色
を
よ

く
目
に
し
ま
す
。「
朝
焼
け
」
は
夏
の
季
語
で
、

た
く
さ
ん
の
俳
句
に
も
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
朝

起
き
て
東
の
空
を
見
上
げ
る
と
、
そ
こ
に
は

真
っ
赤
に
染
ま
る
美
し
い
空
―
。
大
自
然
の
神

秘
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

朝
焼
け
は
、『
日
の
出
時
に
太
陽
が
地
平
線
下

６
度
く
ら
い
に
近
づ
く
と
き
か
ら
東
の
空
で
雲

が
赤
く
輝
く
現
象
。
地
平
線
の
方
向
に
あ
る
大

気
中
の
細
塵
の
た
め
短
い
波
長
の
青
い
光
が
散

乱
さ
れ
，
主
と
し
て
赤
色
光
が
目
に
入
る
こ
と

に
よ
る
。（
出
典
＝
百
科
事
典
マ
イ
ペ
デ
ィ
ア
）』

も
の
。
夏
が
最
も
色
鮮
や
か
で
、
天
気
が
下
り

坂
に
な
る
前
兆
で
も
あ
る
と
か
。
ち
な
み
に
こ

の
写
真
は
、
７
月
31
日
（
月
）
の
午
前
５
時
過

ぎ
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
気
象
庁
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
こ
の
日
も
翌
日
も
、
雨
は
降
っ

て
な
い
よ
う
で
す
。

　

夕
焼
け
も
同
じ
よ
う
な
自
然
現
象
で
西
の
空

が
赤
く
染
ま
り
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
、
確
か
に

夏
休
み
の
夕
刻
に
は
、
赤
く
染
ま
っ
た
空
を
見

上
げ
て
は
家
路
へ
と
つ
い
た
も
の
。
昭
和
の
日

の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
思
い
出
は
、
こ
ん
な
空

に
も
あ
り
ま
す
ね
。　
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令
和
元
年
に
、
従
来
行
っ
て
い
た

「
納
涼
盆
踊
り
大
会
」
か
ら
形
を
変

え
実
施
し
て
以
来
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
為
に
開
催
で
き
な

か
っ
た
「
納
涼
祭
」
が
、
８
月
13
日

（
日
）
午
後
６
時
か
ら
自
治
会
館
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
帰
省
客
を
含

景観保全・施設維持管理活動8/6
　毎年恒例の町道八ツ松・内子線の草刈りと、３年前
から行っている「きれいな立石」を目指す景観保全活
動が行われました。今年は、殿村農道沿（谷本さん宅下）
に大きく被さっていた巨木を伐採。町道の草刈りに続
いての炎天下の作業でしたが、15 名が一致団結して
午前中に無事作業を終えました。

愛宕山 /夏の祭典8/20
　愛宕山忠光院において、恒例の夏の祭典が行われま
した。堂内には、江戸期の作とされる地蔵菩薩立像が
安置され、火を鎮める神仙として信仰されてきました。
旧歴の 7 月 24 日が縁日にあたり、かつては大相撲が
奉納されていました。愛宕山役員の大本國和さんも、

「愛宕の二重土俵」で相撲をとられたことがあるとか。

む
約
70
人
が
参
加
し
古
里
の
夏
を

楽
し
み
ま
し
た
。　

　

４
年
前
の
納
涼
祭
は
生
憎
の
雨

で
屋
内
実
施
で
し
た
が
、
今
年
は

天
気
に
恵
ま
れ
、
初
の
屋
外
で
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
文

化
部
が
主
体
と
な
り
、
屋
台
村
や

お
楽
し
み
抽
選
会
、
ク

イ
ズ
大
会
な
ど
多
彩
な

催
し
で
、
笑
顔
の
絶
え

な
い
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

屋
台
村
で
は
、
初
め

て
チ
ケ
ッ
ト
制
が
導
入

さ
れ
た
ほ
か
、
生
ビ
ー

ル
は
樽
か
ら
缶
へ
、
抽

選
は
ウ
チ
ワ
か
ら
抽
選

券
へ
、
ま
た
抽
選
ア
プ

リ
を
使
う
な
ど
、
色
々

な
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
皆

様
か
ら
多
く
の
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の
夏
の
賑
わ
い

納
涼
祭
に
70
人
が
集
う

初めての屋外開催 屋台村の準備に大忙しの文化部員ら
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デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
に
よ
る
と
、

「
堂
」
と
は
、
①
古
く
接
客
や
礼
式

な
ど
に
用
い
た
建
物
。
②
神
仏
を
祀

る
建
物
。
③
多
く
の
人
が
集
ま
る
建

物
。
と
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
、
四

国
霊
場
を
中
心
に
大
師
信
仰
が
盛
ん

で
、
弘
法
大
師
（
お
大
師
様
）
を
祀

る
お
堂
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

上
組
に
あ
る
お
堂
も
そ
の
一
つ
。
昔

は
、
地
域
の
寄
合
や
お
念
仏
、
ま
た

お
遍
路
さ
ん
の
一
夜
の
宿
な
ど
と
し

立
石
歴
史
探
訪
④

　

大
師
堂
と
お
念
仏 

（
上
組
）

て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
、

毎
年
８
月
に
は
、
地
域
の
者
が
酒
を

も
っ
て
集
い
、
お
大
師
様
と
お
堂
を

建
立
し
た
「
甲
斐
の
国
の
弥
右
衛
門

様
」
に
、
ま
た
新
亡
の
仏
様
に
念
仏

を
差
し
あ
げ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

上
組
８
戸
が
管
理
を
し
て
い
ま
す

が
、
壁
に
残
さ
れ
て
い
る
昭
和
六
年

の
木
札
に
は
、「
衷
納 

大
師
堂
電
燈

料
連
名
」
と
し
て
、
上
組
・
八
ツ
松

地
区
の
25
の
戸
主
名
が
記
さ
れ
て
い

す
。
古
老
の
話
に
よ
れ
ば
、
そ
の
昔

泥
棒
が
盗
み
入
り
、
お
大
師
様
を
持

ち
去
っ
た
ら
し
い
の
で
す
。
そ
れ
を

憂
い
た
地
域
の
方
が
、
新
し
い
お
大

師
様
を
祀
っ
た
と
こ
ろ
、
い
つ
の
間

に
か
盗
ま
れ
た
お
大
師
様
が
お
戻
り

に
な
ら
れ
ま
し
た
。
年
代
は
確
か
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
な

都
市
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
５
日
、
上
組
の
皆
さ
ん
が
お

堂
を
掃
き
清
め
、
お
念
仏
を
あ
げ
ま

し
た
。『
日
　々

光
明　

円
情　

十

方　

世
界
の
念
仏　

衆
生
の
生
修

紗
』
の
口
上
（
口
伝
え
の
為
、
漢
字

表
記
は
推
考
）
に
続
き
、『
南
無
阿

弥
陀
仏　

南
無
阿
弥
陀
仏
―
』
と
唱

え
ま
す
。
ご
先
祖
の
御
霊
に
思
い
を

馳
せ
、
皆
が
元
気
で
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
と
願
い
を
込
め
て
―
。

上の宮→

ま
す
。

　

実
は
、
こ
の
お
堂

に
は
二
体
の
お
大
師

様
が
祀
ら
れ
て
い
ま

立石交流施設→

大師堂

２体のお大師様

県道坊屋敷
小田線→

防災無線柱は講堂
解体後、 別途協議

この金木犀
は撤去

枝垂れ桜は移植困難につき撤去

倉庫前オダレは
補強し存置する

 

新
自
治
会
館

　

 

建
設
協
議
着
々
と
！

　

新
立
石
自
治
会
館
（
令
和
６
年
度

完
成
予
定
）
の
建
設
協
議
が
着
々
と

進
ん
で
い
ま
す
。

　

８
月
７
日（
月
）、電
気
水
道
設
備
、

外
構
等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
協
議
が

自
治
会
役
員
と
設
計
業
者
、
町
担
当

者
間
で
行
わ
れ
、
次
案
の
通
り
進
め

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

《
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
》

　

事
務
室
、
和
室
、
ホ
ー
ル
に
情
報

　

コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
す
る
。

《
電
話
設
備
》

　

玄
関
下
駄
箱
付
近
に
モ
ジ
ュ
ラ
ー

　

ジ
ャ
ッ
ク
を
設
置
す
る
。

《
テ
レ
ビ
回
線
》

　

ホ
ー
ル
と
和
室
に
設
置
す
る
。

《
屋
外
等
の
コ
ン
セ
ン
ト
》

　

倉
庫
の
内
部
と
多
目
的
ト
イ
レ
の　

　

散
水
栓
付
近
に
外
用
の
コ
ン
セ
ン

　

ト
を
設
置
。
浄
化
槽
の
上
部
の
小

　

屋
の
柱
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
残
す
。

《
外
部
水
栓
》

　

浄
化
槽
上
部
の
小
屋
の
水
栓
は
残

　

す
。
基
本
的
に
外
部
水
栓
は
高
圧

　

洗
浄
機
が
使
え
る
よ
う
電
源
と

　

セ
ッ
ト
で
配
置
す
る
。

《
調
理
台
の
高
さ
》

　

小
柄
な
方
で
も
使
い
や
す
い
よ
う

　

に
80
㎝
と
す
る
。

《
調
理
台
以
外
の
ガ
ス
使
用
器
具
》

　

壁
面
に
ガ
ス
２
口
を
設
置
す
る
。

《
そ
の
他
》

●
主
な
工
作
物
の
取
り
扱
い
は
上
記

　

図
の
通
り
。

●
廊
下
に
つ
い
て
、
西
側
和
室
前
は

　

掃
出
し
。
東
側
ホ
ー
ル
前
は
腰
窓

　

に
変
更
す
る
。

●
敷
地
の
出
入
口
付
近
の
植
栽
へ
の

　

散
水
用
に
散
水
栓
を
設
置

●
事
務
室
の
エ
ア
コ
ン
は
自
治
会
で　

　

対
応
す
る
。

●
冷
蔵
庫
は
１
台
の
み
移
設
し
、
ス

　

チ
ー
ル
ラ
ッ
ク
は
破
棄
す
る
。



日 月 火 水 木 金 土

10 11 12 13 14 15 16

燃えるゴミ 資源ごみ（空き缶）燃えるゴミ

17 18 敬老の日 19 20 21 22 23 秋分の日

燃えるゴミ
資源ごみ（びん、
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ 外） 燃えるゴミ

24 25 26 27 28 29 30

燃えるゴミ 燃えないゴミ 燃えるゴミ

10/1 ２ ３ ４ ５ ６ ７

燃えるゴミ 資源ごみ（古紙） 燃えるゴミ

■班長会 (19:30~)

８ ９スポーツの日 10 11 12 13 14
■小田地区球技
大会

◆行政相談 / 小
田自治センター

（9:30~）

燃えるゴミ 資源ごみ（空き缶）燃えるゴミ

※毎週木曜日（19:30 ～）はワンバウンドバレーの練習日！

９月 10日（日）～ 10月 14日（土）

●人のうごき（R5.9.1 現在）

    世帯数   87 世帯（1）
    人　口　158 人   （1）
　     男　     70 人   （0）
　     女 　    88 人   （1）

 （）…前月比

●自治会館等掃除当番
 　　９月　中組
 　１０月　天神中

編

集

幸

記

４
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暮らしの情報カレンダー
各団体の行事予定をはじめ、楽しい
話題、珍しい野菜や果物、面白い出
来事―。なんでも結構です。広報部
までどしどしお寄せください。

　

山
岡
久
子
さ
ん
（
天
神
下
）
か
ら

「
ボ
ケ
の
実
が
な
っ
た
」
と
連
絡
を

受
け
、
早
速
取
材
に
。
ボ
ケ
の
実
は

瓜
に
似
て
い
て
、木
に
な
る
瓜
で「
木

瓜
（
も
け
）」
か
ら
（
ぼ
け
）
へ
と

転
じ
た
と
も
。
果
実
に
は
、
リ
ン
ゴ

酸
と
ク
エ
ン
酸
と
い
っ
た
有
機
酸
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
腸
内
を
整
え

た
り
疲
労
回
復
に
も
効
能
が
あ
る
と

か
。
ジ
ャ
ム
に
し
た
り
、
ハ
チ
ミ
ツ

に
漬
け
た
り
。
あ
、
酒
に
漬
け
て
も

美
味
し
い
ら
し
い
で
す
。　
　
（
敦
）


